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サ
ン
テ
ッ
ク
に
委
託
。
０８
年
度
に
は
用
地
買
収
に
着
手
し
い
１０
年
度
の
着
工
ず
一博
年

度
中
の
完
成
を
目
指
す
。

国
道
１
７
０
号

（高
槻
東

道
路
）
等
整
備
事
業
は
、
第

二
名
神
自
動
車
道
高
槻
Ｉ‐
０

へ
の
ア
ク
セ
ス
道
路
建
．設

と
、
渋
滞
が
多
発
し
て
い
る

国
道
１
７
１
号
の
バ
イ
パ
一ス

道
路
を
整
備
す
る
プ
ロ
ジ

ェ

‐ク
■
で
い
第
二
名
神
供
用
後
＾

新
た
に
発
生
す
る
交
通
の
分

散
と
周
辺
交
通
渋
滞
の
緩
和

が
目
的
。
　
　
　
・
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・

事
業
延
長
は
６
一
７
♂
で
、

イ
ン
タ
ー‐‐チ
一
ン
ツ
（■
０
）

ア
ク
セ
ス
区
間

（
第
一一一名
神

”・け一）。号一一̈， 鋼一一一 一コ
ン
ク

リ
ー
ト
舗
装

テ
■
マ
ｔ
運
営
研
修
会

・●
一
一
．　
全
生
工
組
近
機
一

●
全
国
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
エ

業
組
合
連
合
会
近
畿
地
区
本

部
人
関‐
武
本
部
長
）
は
こ
の

ほ
ど
、
大
阪
市
北
区
の
リ
ー

ガ
ロ
ィ
一
ル
本
テ
ル
で

「第

２４
回
協
組
運
営
研
修
会
」
を

開
催
し
た

‐―
――
‐
‐
写
真
‐‐。今
回
は
い

生
コ
ン
グ
リ
■
卜
の
需
要
拡

大
が
期
待
さ
れ
る
コ
ン
ク
リ

一
”

‐ン 市 舗
粋
¨
一
い
は
『
¨
幸

行
す
る
■
」
と
い
う
テ
■
マ

で
講
演
し
た
‐。　
　
一一　
一

目
頭
，
諄
一本
部
長
が
一
一

ン
ク
リ
■
卜
舗‐装
は
ヽ
コ
ン

ク
リ
ー
ト
業
界
が
最
も
期
待

し
て
い
る
テ
ト
マ
で
↓
濡
一要

拡
大
を
目
指
し
近
畿
２‐
府
４

県
の
ス
ク
ラ
ム
を
強
化
し
た

い
」
と
あ
い
さ

つ
。
　
　
■
・

続

い
て
山
田
名
誉
教
授

が
、
５５
年
ご
ろ
ま
で
主
流
だ

関
本
部
長
○
と
山
田
名
誉
教
授

一
菱

ヾ

癸

摯

ス
フ
ァ
ル
一一
＝
装

黒^
舗
装
）

に
転
換
さ
れ
て
ね
ぅ
た
歴
史

展
な
ど
が
あ
わ
た
こ
と
を
挙

げ
た
。
コ
ン
７
，
―

‐卜
舗
装

が
注
目
を
集
め
始
め
た
背
景

一
、
原
油

‐‐
価
格
の
高
騰
で
石

油
メ
ー
カ
■
が
ア
‐ス
ワ

‐ァル

一
生
産
を
抑
制
し
て
い
る
こ

と
や
、
ポ
リ
マ
■
入
‐‐り
の
改

質
ア
ス
フ
，
ル
■
が
排
水
性
一

舗
装
に
利
用
で
き
る
の
で
は

な
い
か
と
の
議
論
が
あ
る
こ
一

と
を
紹‐
介
ｆ
　
　
　
　
　
・一

・
一
ツ
タ
リ
‐
卜
舗
装
の
一一

及
に
■
●
て
の
課
題
と
し
て

①
補
修

（
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
一）●

困難
へつ
‐対
‐応②
コンク
，

―
卜
製
造
と
施
工
体
制
の
確

立

（生
コ
ン
●
セ
メ
ン
ト
メ
．

―
カ
ー
が
施
工
能
力
を
持
つ

必
要
性
）
③
建
設
か
ら
維
持
一

修
繕
ま
で
性
能
規
定
発
注
時

代
へ
の
対
応

（生
コ
ン
．工
場
一

と
地
元
施
工
会
社
の
連
携

等
Ｙ
を
挙
げ
た
。
　
　
　
一
．

・
こ
の
あ
と
元
吉
本
興
業
常

務
で
．フ
リ
ー
プ
ロ
デ
ュ
ト
ナ

ー
の
木
村
政
雄
氏
が

「
こ
う

す
れ
ば
伸
ば
せ
る
■
人
間
の

計
射

‐
期‐‐限‐‐
｝
を
デ
ト
７
に
講

演
し
た
ず

・
一
・　

・
・
　

・

計
ｃ‐ヌ
射
』
拡
大
ヘ

と
（・バ
イ
パ
ス
区
間
一（園

譴
Ｆ
・延味“３２‐‐Ｐ界
冒
始
目
指
す
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築 戸 6Sの の 理
け
る

期
間
は
５
月
ま
で
「
基
準
点

測
量
は
扶
桑
工
務
所
が
担
当

し
た
０
　
　
一

発
注
前
に
実
績
や
技
術
者
な

ど
の
業
者
情
報
を
把
握
し
、

技
術
者
の
専
任
制
な
ど
入
札

後
の
確
認
が
容
易
と
な
る
よ

う
な
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
図

る
考
え
↓

ま
た
、
総
合
評
価
落
札
方

式
を
適
用
す
る
件
数
や
工
種

。
案
件
な
ど
の
具
体
的
な
項

目
ゃ
ｒ
拡
大
す
る
評
価
方
法

と
い
０
た
基
本
的
な
考
え
方

に
つ
い
で
は
■
本
年
度‐の
試

行
結
果
を
踏
ま
え
た
検
討
を

行
う
と
と
も
に
，
公
共
調
達

委
員‐会‐で―の
議
論
ど
彗
合‐
性

を
図
り
な
が
り
、
旦
体
化
す

る
と
し
て
い
る
。
一　
　
・

・県
で
は
本
年
度
、
本
庁
発

注
と
な
る
予
定
価
格
１
億
円

以
上
の
工
事
―こ‐
一
標
準
型
‐」

を
、
各
振
興
局
発
注
と
な
る

同
１
億
円
未
満

の
工
事

に

簡
易
型
」
を
適
用
す
る
こ

と
を
原
則
に
総
合
評
価
落
札

方
キ
を
導
入
一一

，
‐―年―
一
一
末

ま
で
に
、
標
準
型
は
水
問
遠

新
率
副
辮
丼
＝
肇
彙
零
鐵
２
‐
ェ

螂
ｒ
瀬
蒻
型
撫
節
摯
¨
↑
搬

た
０
一
　

・
一
・
一
一　

・

」翻
笏
一鱗
鐸
耐

点
を
設
定
し
た
は
か
↓
簡
易

聟
鰊
師
蝿
一鴨

・実
績
の
み
を
評
価
す
る
方
法

で
運
用
。
標
準
型
を
適
用
し

た
■
ン
ネ
ル
エ‐‐
事
で
は
一ヽ豪

・低
価
格
の
応
札
者
が
落
札
し

な
い
逆
転
現
象
が
あ

っ
た
も

の
の
（
簡
易
型
で
は
逆
転
現

象
が
起
こ
ら
な
か

―った
と
ぃ

一つ
。
　
一
．　
　
　
　
・
　
一一

滋
賀
県
草
津
市
は
１
日
、

Ｊ
Ｒ
草
津
駅
東
地
区
土
地
利

用
事
業
に
つ
い
て
い
拓
伸
ら

が
出
資
す
る
特
別
■
訂
会
社

大
型
Ｓ
Ｃ
、
秋
Ｆ

・一
〓
澤
市
拓
仲
ら
０
で
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